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バイオ技術により炭素（CO2）を固定し、材料、エネルギーを生産、価値化、循環再利用する
人類は農業の発明により狩猟社会から耕作社会に変革し、大量の食料獲得に成功したが、エネルギーと材料は古代に固定さ
れた炭素資源である化石燃料に依存した狩猟型炭素社会が続いている。化石燃料を利用した現在の文明の発展により、 
CO₂増加の課題をかかえてしまった。CO₂固定は光合成でのみ可能だが、日本の農業や森林で固定されるCO₂の量は排出量
のわずか1/10以下。しかも固定された炭素の多くは有効に利用されていない。この課題に取り組む新たな技術と社会作りが

イネ、樹木及び藻類による光合成で固定した炭素を材料と燃料で利用し、利用できなかったバイオマスを処理して肥料にする
とともに、余剰の炭素を貯留する。このサイクルを社会が受容し、実現するための手段を構築する。サイクルを回すには、それぞ
れの段階において社会実装を実現することが必要なので、様々な企業が参画して社会実装を進める。

人類が放出するCO₂の量は、炭素換算で年間
110億トンと推算されている。一方、陸上の光合成
で固定されるCO₂は、自然界では1130億トン、農
業や林業などの人為的なものが、290億トンと推
算されている。そのほとんどが呼吸や燃焼により
再びCO₂として放出され、自然界で19億トン、農
業や林業などで34億トンが固定されていると推
算されている。大気中のCO₂を吸収する様々な技
術が提案されているが、排出される膨大なCO₂を
吸収する手段は光合成以外にはありえない。

カーボンネガティブ実現の
考え方と各ターゲットの位置づけ

人間活動による排出 陸上の光合成による固定

110億Cトン/年

大気中に排出される膨大な二酸化炭素を吸収できるのは光合成のみ。
IPCC Climate Change 2021より抜粋
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ターゲット1
炭素耕作型農林業の確立
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炭素耕作による燃料生産技術の確立

ターゲット2
炭素耕作による材料開発技術の確立

ターゲット1.2.4
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炭素耕作を受容する社会の実現

ターゲット4
炭素耕作で生成する
温室効果ガス削減と
廃棄物処理技術の確立

炭素耕作
Carbon Cultivationとは？
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自 治 体 福島県双葉郡広野町　青森県つがる市　沖縄県八重山群竹富町
青森県弘前市

協力機関 朝日アグリア　出光興産　ヤンマーホールディングス　電源開発 
アステナホールディングス　千代田化工　西武信用金庫　
東京多摩日米協会　JA福島さくら　ソニーグループ
府中市・６者協定企業　東芝　NEC　サントリー　キユーピー 
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